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【目的】ベトナム戦争で枯葉剤が散布されて 40年以上が経つ。枯葉剤に
混入したダイオキシンはホルモンかく乱が疑われてきたが、人における
疫学調査は少ない。我々は、現在でもダイオキシンが残留しているベト
ナム中部（フーッカット）と南部（ビエンホア）において、2008年から
母親と子を対象に調査を続けている。特に，ステロイドホルモンへの影
響について疫学的に明らかにするのが本調査の目的である。 
【方法】フーカット地区母子（2008年、N=56），ビエンホア地区母子（2010
年、N=54），対照地区のベトナム北部・キンバン地区母子（N=60, N=55）
について 20代母親とその児（出生後数か月）を対象者。母親母乳中のダ
イオキシン同族体濃度は GC/MSで、ステロイドホルモン濃度（血清・唾
液）は LC-MS/MSで測定。 
【結果】母親の母乳中のダイオキシン濃度は、フーカット、ビエンホア
の両地区ともに対照地区に比べて約 3倍以上高い。 
母親（フーカット）のホルモンは、測定した 6種のうち、コルチゾー
ルとコルチゾンが汚染地区で有意に高かった。これは、母乳中ダイオキ
シ濃度と相関をした。コルチゾールを低、中、高の３グループに分ける
と高いグループの母親から生まれた子の出生体重が有意に低かった。 
1～９才の子どものホルモンへの影響は経時的に調査中だが、３才児
（フーカット）では、副腎ホルモンのデヒドロエピアンドロステロン
（DHEA）レベルが対照地区の約５０%で、1才（ビエンホア）では、DHEA
が対照地区より有意に高い。子の DHEAレベルのかく乱は、母親のダイオ
キシン、特に高塩素同族体との相関が高かった。 
【結論】枯葉剤汚染地区では低体重出産が多かった。ダイオキシンの子
どもへの影響は、胎生期から乳児期の副腎の発生・発達のそれぞれのス
テップに影響し、ホルモンレベルのかく乱として現れると推察。 現在,
第二次性徴期を迎える子どもへの影響を性ホルモンの変動も含めて調査
中である。また、低体重出産の子どものその後の追跡も課題である。 
